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私 の スケ ッチ ・ブ ック(25)

現代家族の肖像
一 ベ ル リ ンの 娘 ・トル コの 親一

国立民族学博物館　助教授

森 　明 子

■ 「私 の家族」 の範 疇

　家族 とはどういう人の範疇をい うのだ

ろうか。共住 という尺度はひとまずおい

て、人が 「私の家族」 と考 える人 との関

係について考 えてみたい。

　人によってその範疇 はさまざまである

に違いない。場合 によっては、オジやオ

バ、イ トコなどの親族(親 戚)も 含 まれ

よう。重要なのは、「家族」 と考 えられ

る入 とのあいだに、それ な りの相互 的

(家族的)な 関係があることだ と思 う。

よく知 らない人間を、系譜関係がつなが

るというだけで、「私の家族」 と呼ぶ人

は、まずいない。

　家族を相互関係か ら考えるなら、移動

するメンバーも家族に含まれる。複数の

場所、複数の国家 にわたる家族が出現す

る。現代世界では、交通や通信の発達に

よって、そのような家族関係が成立する

条件が整 っている。そして移動 をとりこ

んだ家族関係は、ときに国家の枠組みを

突 き抜ける新たな社会的、経済的、政治

的関係をつ くりだす原動力に もなる。
　 　 　 　 また

　国境を跨いだ家族が生まれる素地をつ

くっているのは、国家を超える経済であ

る。では、国境 を跨いだ家族は、 どの よ

うな相互関係 をもち、どのような感情を

育んでいるのだろうか。

■ベル リンの娘 たち

　ベルリンの友人に、 トルコ出身の姉妹

がいる。4人 姉妹 は、ごく幼いときに両

親 とともにドイツ に来た。30年 余 り南 ド

イッで働いた両親 は、 トルコに居を移 し

た。夏は避暑地の家、冬は都市の集合住

宅で年金生活 を送っている。

　ドイツ で育 った姉妹は、長女がベル リ

ンでソシアルワーカーの職 を得たのに続

いて、妹 たちもベル リンに移った。現在

は3人 の姉妹がベル リン、残 りのひとり

は トル コに、それぞれの世帯をもって生

活 している。3人 の娘は少 しずつ両親に

送金 していて、 ときどき トルコで休暇を

すごす。

　以下では、姉妹のひとりが トルコに出

かけた ときの様子 を紹介 しようと思 う。

世帯 を跨 ぎ、国境 を跨いで、家族が しっ

か りした意識 と親 しい関係 を築いている

様子 を描 きたい。
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■朝 の電話

　 日曜 日の遅い朝食 をとっている とき、

電話が鳴った。友人は トルコ語で何度か

聞き返 しなが ら、真剣にメモをとってい

る。 トル コの母が、ベルリンで買って き

てほ しい もののリス トを読み上げたのだ。

それはいいのだが、と友人が続ける。厄

介なのは、電話 口に父がいて、母が読み

上 げるひ とつ ひとつに、「そんな ものは

い らない、手ぶ らで帰って くれば よい」

と口をはさむことだ。おかげで話 は混戦

し、頭が痛 くなった。

　 30年 以上 ドイツで過ご した両親 には、

ドイツになつか しい味がある。その リス

トはなかなかおもしろい。まず重要なの

は薬の類である。それに特定の メーカー

の黒パ ンやビスケ ットが加わる。興味深

いのは、干 した果実である。もともと ト

ルコが本場の食物であるが、 ドイツで販

売 されている製品の味が母にはなつか し

いらしい。

■離 婚 ・子供 ・仕事

　朝食 を済 ませて、友人のパー トナーは

仕事 のため に自宅 に帰 った。彼 はコ ン

ピュータ関係の仕事 を自宅で している ド

イッ人で、ふた りはそれぞれの住 まいを

訪問 し合っている。

　友人は離婚 してから大学で教育学 を修

めた。卒業研究のテーマは 「故郷」であ

る。移民二世三世が育っているドイツ で、

故郷やアイデ ンティティはきわめて重要

なテーマだ。現在彼女は、臨時雇用のソ

シアルワーカーとして、移民の子供たち

のための仕事 をしている。

　離婚 した前夫 もドイツ 人だった。彼 と

図1　 乾燥果実を売るマーケット

のあいだに3人 の子供がある。上の娘は

すでに家を出たが、下の息子 と娘は、1

か 月ずつ父 と母の住 まいを行 き来 し、そ

こから通学 している。 この日は下の娘が

母のもとに来ていた。子供たちは、母の

パー トナー とは、年齢の離れた友人の よ

うなつ きあいをしている。私 もその中に

入れて もらった。

■姉 妹

　昼前 に、柔道 をた しなむ とい う妹 が

やって きた。姉にアンテ ィー クのシャン

デ リアを持って きて、ふた りは しばらく

は しゃいでいたが、その うち連れ立って

買い物に出かけた。娘 は、父の住 まいに

向かった。

　数時間 して帰って きた姉妹は、上の姉

を加 えて3人 になっていた。3人 とも背

中の リュ ック と、両手 に一杯 の荷物 を

持っている。これをどうやって トルコに

運ぶのだろうと私は思 ったが、黙ってい

た。

　姉 を残 して、私たちは遅い昼食 をと り

に行った。道すがら妹のパー トナー も合

流 し、4人 で自転車 を走 らせているうち

に、うきうきする気分が私にも感染 して

きた。行 き先は安 くておい しい トルコ料

理店である。ちなみに店の名前はドイツ
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ハ ウスだ。 ウィッ トが きいている。

　帰宅すると、家に残 っていた姉があ ら

かたの荷造 りを終えていた。見事に トラ

ンクの中にお さまってい る。「いつ もこ

んな もん」だそ うだ。妹のパー トナーが

「もっと驚 くのは、 ドイツに帰 って くる

とき、 この トランクが再 びいっぱいに

なっていることだよ」 と私 にささやいた。

ドイツ人の彼 も、 トルコの家族訪問に、

慣れて きた ようだ。
　 　 　 　 め　ど

　荷物の目処がつ くとす ぐ、お金のや り

とりがは じまった。「父 と母にこれ」「了

解」「これは○○のためにあなたに」「い

いのに」 というようなや りとりをしなが

ら、姉 と妹から トル コに旅立つ姉妹 にお

金が渡 された。絶妙のタイミングで妹の

パー トナーが立ち上が り、「これはガソ

リン代」 と紙幣を渡 した。私 も参加 した

い と思ったが、この ときはタイ ミングを

逸 した。

　用が済 んだ姉 と妹 は、衣装 ダ ンスを

ひっか きまわ しは じめた。「あれは私 に

似合いそう」、「これはシックね」、「これ

着てみよう」 という調子で、持ち主 を加

えて3人 の女性が ファッシ ョンショーを

始めた。ブラジャー姿で衣装ダンスに首

をつ っこむ姉妹の姿を、妹のパー トナー

が楽 しげに見ている。そのうち息子が、

ガールフレンドを連れてやってきた。

子の組が家の前で別れるようだ。 トラン

クは姉の自転車の荷台に載せて、駅 まで

運ぶ らしい。駅からは、朝別れたパ ー ト

ナーが空港 まで送る手はずである。窓か

ら身を乗 り出 して手 を振った私 は、6人

か ら元気一杯の挨拶 を受けた。

■ベル リン到着

　 1週 間後の夜中、友人は予言 どお り、

特別重い トランクを持 って帰宅 した。翌

朝、台所でその片鱗 をみたが、どうやっ

て これが運ばれてきたのか不思議だった。

私の見たこともない さまざまな果実や野

菜が一山あった。い くつ もの瓶詰めが並

んでいた。父が料理 した とい う豆料理 と

肉料理 も、それぞれひと鍋ずつあった。

ほかにもまだ何かあったかもしれない。

　その 日の夜 は、友人の もとに、姉、妹

とそのパー トナー、息子が集まって、 ト

ル コの父親の料理 を賞味 した。遅れて姉

のパー トナーも加 わったが、友人のパー

トナーは来なかった。こうい う席は苦手

らしい。

■家族会議一両親のこと

　旅立ちがお祭り騒ぎとするなら、到着

は家族会議だった。私はこの夕食会に少

し遅れて参加 したが、食事を終えて最初

■旅立 ち

　すべてが大騒 ぎの うちに進行 して、そ

の うちに時間だ といいなが ら、皆が家を

あ とに した。残った私が窓か ら見下ろ し

ていると、い くつ もの自転車が建物か ら

扇を広げたように出てい く。妹の組、息 図2　 移民の子供たちの活動
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の話題 は、 トルコでの両親の生活につい

てであった。

　両親は住 まいを買い換 えようか考 えて

いる。ふたつの住 まいが離れているのが

不便だか らという。買いたい とい う住ま

いの条件はどうなのか、皆、関心を寄せ

た。父の気持ちと、今後の経済的な見通

しも十分 考慮 して、「拙 速は慎 むべ し」

とい う結論が出された。

　それと合 わせて、母親によい友達がい

ないことも話題 になった。 ドイツで長 く

生活 した人の多 くが、 トルコに帰ってか

ら、環境の違いに苦労するという。友人

は、「本 を読むあなたはす ばら しい」 と

女性グループにいわれたと、苦笑 しなが

ら報告 した。「私、小説 を読 んでいたの

よ」。

　女性が本 を読むのを、特別 と思 うよう

な人 との付 き合いはむずか しい。友人は、

彼女がいいと思った数人の女性 を、母に

すすめて きた。

■家 族会議一 娘の こと

　家族会議の後半の重要な議題は、家を

出た友人の上の娘についてだった。彼女

は、恋人 と南ドイツ で生活 しているが、

若いふた りは負債 をかかえていて、オバ

に もお金の無心 をして くる。「困った と

きに助 けるためのオバだ」 と考 えて、何

度かお金を送ったが、事態は改善す るど

ころか悪化 している。

　娘は仕事 を探 している。役所の相談員

が娘に提示 した職は 「ビル清掃」で、娘

はショックを受けた。本人は幼稚 園の助

手 を希望 したが、相手にされなかった と

いう。社会扶助 を受 けるためには、現在

よ り小 さい住 まいに移 る必要があるが、

娘に部屋 を貸 して くれる人はいない。

　友人は、姉、妹、姉のパー トナー、妹

のパー トナーを相手に、ひとつひとつ説

明 しながら、彼 らの意見を丁寧に聞いて

いった。

　姉 と妹は、姪からお金の無心 をされた

ときの様子 を思い出しながら、状況を吟

味する。ふた りとも、姪はベル リンに戻

るべ きだと考える。仕事はなくて も、大

人の目が届 く範囲に置いたほうがいい。

　姉のパー トナーは、この機会 に痛い目

を見ても、学習するほうがよいという。

「いまのは レッスン ・ワンだ」。彼は トル

コ人のフリー ・カメラマ ンである。

　物理学の若手研究者である妹のパー ト

ナーは、皆の話を整理する役 をつ とめた。

「あの娘の恋人のことは、かまわないの

だね」 と皆に確認する。

「娘 は恋人 と別れてベル リンに来るのが

最善である」という結論が出された。当

面すべ きことは、娘に連絡 し、負債が全

部でい くらあるのか明らかにすること、

紹介されたソシアルワーカーに必ず面接

に行かせること、娘がベルリンにひとり

で戻 る意思があるのか確認すること、 と

された。

　夜遅 く、 トルコか らの土産 を手に、そ

れぞれの家に帰宅する家族を戸口で送 っ

た友人 は、扉 をゆ っ くりとしめてか ら

「静寂Ruhe」 と言 った。「私の家族」 と

大 きな息をつ く。 しっか りした家族だ、

とい う私 に うなず いて、「私 の家族 は

まっとうだ」 と繰 り返 した。
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